
「与圧ローバによる⽉⾯探査の実施取決め」について
１．アルテミス計画（将来の⽕星有⼈探査も⾒据え、国際パートナーと共に、⽉⾯での持続的な探査を⽬指す⽶国の計画）

 ⽇本は、2019年の宇宙開発戦略本部において参画⽅針を決定し、2020年
７⽉に⽉周回有⼈拠点（ゲートウェイ）への機器等の提供や⽉⾯を探査する与圧ロー
バの開発を⽬指すことを表明。

 2021年12⽉、岸⽥総理から宇宙開発戦略本部において「2020年代後半に、⽶国
⼈以外で初となる⽇本⼈の⽉⾯着陸の実現を図る」旨を表明。 JAXA/TOYOTAが開発中の

与圧ローバ(イメージ)

【出典】TOYOTA

 ⽇本による与圧ローバの開発・運⽤と、⽶国による⽇本⼈宇宙⾶⾏⼠の２回の⽉⾯着陸の機会の提
供等について規定。

 本年4⽉９⽇（⽶国時間）に盛⼭⽂部科学⼤⾂とNASA⻑官との間で署名。

２．「与圧ローバによる⽉⾯探査の実施取決め」について

 本年４⽉10⽇の⽇⽶⾸脳共同声明において、今後のアルテミス計画において⽇本⼈宇宙⾶⾏⼠が⽶
国⼈以外で初めて⽉⾯に着陸するという共通の⽬標を発表した。

 2023年12⽉20⽇の⽶国国家宇宙会議では、ハリス副⼤統領が、⽶国だけでなく、外国の宇宙⾶⾏⼠
も、この10年の終わりまでに⽉⾯に降り⽴たせる旨、⽶国として初めて表明。

《 その他の主な内容 》
・ 着陸時期については可能な限り早期の搭乗や、与圧ローバが
⽉⾯に到着したタイミングを考慮する。
・ 与圧ローバの打上げは2031年を⽬指す。
・ ローバの運⽤期間は⽉⾯到着後、10年間。 署名した実施取決めを掲げる盛⼭⼤⾂とネルソン⻑官

３．⽇本⼈宇宙⾶⾏⼠の⽉⾯着陸の時期について

 2023年12⽉の同本部で、岸⽥総理から、「特に、アルテミス計画においては、⽇本⼈
宇宙⾶⾏⼠の、初の⽉⾯着陸の機会が⼗分に確保できるよう、 NASAと交渉を加速」すると発⾔。
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